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時代のニーズに対応した新しい仕組づくり

㈲全国中小建築工事業団体連合会

会長岡田　肇
新年あけましておめでとうござ

います。年頭に当たり、一言ご挨

拶申し上げます。

昨年の我が国は、皆様ご承知の

ように各地で台風や地震の自然災

害が多発した年でありました。曜

災された国民はかなりの数に上り

社会資本の上でも大きな損失を被

りました。とりわけ、昨年10月23

日に発生した新潟県中越地震にお

いてはかなりの数の住宅に被害が

及びました。この被害に対し、国

・県・民間が一致協力のもと、曜

災住宅の応急処理等被災者の生活

再建活動を行ったところでありま

す。当会関係では当被災県に位置

する新潟県建築組合連合会を中核

に会員各位の真撃なるご支援を頂

き被災地の復旧に尽力いたしてお

ります。こうした激甚災害に対し

私たちが一丸となって取り組むこ

とができたことは、工務店の全国

団体として大きな誇りでありま

す。

一方、住宅建設の大方の見通し

としては、現在の経済環境が大幅

に回復する見込みが薄いため、新

設並びにリフォームにおいては数

的には昨年と比べ、横ばい・微増

が続くことが予想されています。

その中で私たち地場工務店が地域

住民の支持を受け営々と培ってき

た木造住宅は昨今の地球環境問題

もあり、従来の力強さを取り戻し

つつあります。

こうした中、住宅需要を喚起す

る上でも必要な税制面においては

昨年末、①耐震のためのリフォー

ム減税②築後年数要件の撤廃③保

存登記などの税率軽減の延長など

を要望、ローン減税後を見据えた

要望を住宅業界の一員として実施

いたしました。

これからの地場工務店業界を展

望しますに、地域住民の多様なニ

ーズを踏まえ、環境に配慮した安

心・安全で丈夫な木造住宅等を建

設するとともに、きめ細やかなア

フターサービスを展開していくこ

とが従来にも増して必要なものと

考えます。そのためには、技能技

術の在り方や業界を支える技能技

術者の養成、それぞれ地域住民の

ニーズに即した住宅ローンへのア

ドバイス等々の新たなる仕組みを

構築することが肝要となってまい

ります。

当会では、会員各位のご支援ご

協力の下、こうした問題を積極的

に検討してまいる所存です。同時

に従来の事業としての住宅性能保

証制度を活用したちきゅう住宅供

給促進事業、公的資金を活用した

高齢者対応バリアフリーリフォー

ム事業等々を活性化しつつ、地場

工務店が安定した経営を醸成でき

る環境整備に努めたいと思科しま

す。

私たち地場工務店が頑張れる限

り、我が国の経済活動にもプラス

作用すると信じて今年も事業に邁

進していきましょう。

本年も会員各位の力強いご支援

ご協力をお願いするとともに、皆

様にとって輝かしい年になります

よう祈念いたしまして新年の挨拶

とさせていただきます。

☆新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。
役員一同

住む人


